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調査研究報告様式２ 

調 査 研 究 報 告 書 

（小委員会名：公民） 

１ 

調
査
研
究
の
経
過
・
内
容 

□６月２７日（木） 

 第１回釧路市・釧路町合同教科用図書調査委員会及び 

第１回公民小委員会 

・小委員会員の確認・調査研究日程の確認並びに内容・役割分担の確定  

□６月２８日（金）～７月１２日（金） 

  各自、各教科書についての調査・研究 

□７月１７日（水） 第２回公民小委員会 

  ・調査内容の交流 

  ・各教科書の内容・構成・使用上の配慮事項等に関わる意見交換  

□７月１８日（木）～７月２５日（木） 

  ・意見交流を基に個別に再検討・精査 

  ・意見集約と報告書作成・確認 

□７月２２日（月） 

  公民小委員会の教科用図書採択参考資料等の提出 

□８月２日（金）  

第２回教科用図書調査委員会で報告（文書提出のみ） 

 

※協議内容は別紙（様式４） 

 

２ 

調
査
研
究
の
具
体
的
資
料 

 

１ 教科書編修趣意書 

２ 採択参考資料 

３ 学習指導要領解説 

 

 

 

３ 

少
数
意
見
等 

 

 



観
点 

様式３－１ 別紙報告書                          公民小委員会 

番
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教科書名 

 
２・東 書 

 

 
第３学年 公民 002－92 新編 新しい社会 公民 

 

取
扱
内
容
〔
学
習
指
導
要
領
の
総
則
及
び
各
教
科
、
各
学
年
の
目
標
、
内
容
等
〕
、
内
容
の
構
成
・
排
列 

 
○ 〔知識及び技能〕の内容については、目標を達成することができるよう、次のような学習

活動が取り上げられている。 

・「私たちと現代社会」において、少子高齢化の進行で日本がどのように変化してきているのか

を合計特殊出生率と平均寿命の推移や高齢者の割合の推移と将来の推計に着目し、現代日本

の特色を理解したり、学校の体育館使用の決まりを決定する流れを事例に、対立と合意、効率

と公正などに着目して、社会生活における物事の決定や評価、見直しを考察したりする活動  

・「私たちと経済」において、雇用契約書の読み取りやケーキの価格の決まり方について、分業

と交換、希少性などに着目して、市場経済の基本的な考え方や価格の決まり方を理解したり、

社会保障制度の給付と負担について、対立と合意、効率と公正などに着目して、国や地方公共

団体が果たす役割を考察したりする活動  

・「私たちと政治」において、パートナーシップ証明書から、男女平等や性の多様性への理解に

着目し、個人の尊重と法の支配、人間尊重の考え方を理解したり、選挙のシミュレーションや

模擬裁判をしながら、民主政治や国民の政治参加を考察したりする活動 

・「私たちと国際社会の諸課題」において、日本とアメリカの食品廃棄物の実態やハンガーマ
ップ、世界の難民発生数などから国際問題に着目し、政府開発援助や国際連合の役割を理解
したり、ＳＤＧｓから地球規模の課題を捉え、よりよい社会を築いていくために解決すべき
課題を考察、構想し、自分の考えを説明、論述したりする活動  

 

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に関する学習への対応については、次のような学習活動 
が取り上げられている。 

・「少子高齢化と財政」の学習において、学習課題を設定し、見通しをもたせるともに、 社会
保障費と国民の経済的な負担との関係を読み取らせ、これからの日本の社会保障の在り方に
ついて話し合い、考えを広げたり深めたりするなどの学習活動が取り上げられている。 

 
○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 
・「現代社会と私たち」において、現代社会の見方・考え方の基礎を学習した後に、政治、経済

を排列し、最後の章では、社会科のまとめとして、持続可能な社会の実現についての課題を
探究する活動を設定するなど、系統的・発展的に学習できるような工夫がなされている。 

 

 

使
用
上
の
配
慮
等 

◯ 先住民族としてアイヌ民族、ウポポイを取り上げ、アイヌ語を継承する取り組みなどの資

料を掲載したりするなど北海道の身近な事例を用いて、生徒の学習意欲を高める工夫がなさ

れている。 

○ 各章の「導入の活動」と「まとめの活動」には共通の題材を使い、学習に関連性をもたせ

ている。また、各単元の最後には「確かめよう・ふり返ろう・深めよう」を設け、図などを

使って学習内容を整理することで、基礎・基本の定着を図れるようにしている。  

〇 視覚的効果が高い幅広の判型（AB 判）で、ユニバーサルデザインフォントを使用したり、

ほぼすべての見開きページに、1 人 1 台端末を活用した学習活動として、二次元コードを掲

載するなど使用上の便宜が図られ、すべての生徒にとって見やすく、学びを支えるように工

夫されている。 

 

そ
の
他 

※ 中学校用教科書目録（令和 7 年度使用文部科学省）による 

○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。 

 
 
 

 
 
 
 
 



観
点 

様式３－１ 別紙報告書                          公民小委員会 

番
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教科書名 

 
１７教出 

 

 
第３学年 公民・017・92 

 
中学社会 公民 ともに生きる 

 

取
扱
内
容
〔
学
習
指
導
要
領
の
総
則
及
び
各
教
科
、
各
学
年
の
目
標
、
内
容
等
〕
、
内
容
の
構
成
・
排
列 

 
○ 〔知識及び技能〕の内容については、目標を達成することができるよう、次のような学習

活動が取り上げられている。 
 
・「私たちと現代社会」において、総人口と年齢別人口の割合(人口ピラミッド)について、位
置や空間的な広がり、推移や変化などに着目して、現代日本の特色を理解したり、合唱コン
クールの練習場割り当ての事例について、対立と合意、効率と公正などに着目して、社会生
活における物事の決定の仕方を考察したりする活動 

・「私たちと経済」において、キャベツの月別の入荷量と平均価格について、分業と交換、希
少性などに着目して、市場経済の基本的な考え方や市場における価格の決まり方を理解した
り、社会保障費の給付と負担のこれからについて、対立と合意、 効率と公正などに着目して、
国や地方公共団体が果たす役割を考察したりする活動 

・「私たちと政治」において、男女の平均賃金の推移について、個人の尊重と法の支配などに
着目して、民主的な社会生活を営むためには、法に基づく政治が大切であることを理解した
り、選挙のしくみや裁判員裁判について、民主主義などに着目して、民主政治の推進と国民
の政治参加との関連を考察したりする活動 

・「私たちと国際社会の諸課題」において、ユニセフが支援する学校について、協調、 持続可
能性などに着目して、国際連合をはじめとする国際機構の役割を理解したり、 「持続可能な
未来の構築」をテーマとして、よりよい社会を築いていくために解決 すべき課題を考察、構
想し、自分の考えを説明、論述したりする活動 
 

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に関する学習への対応については、次のような学習活動 
が取り上げられている。 
・「安心して豊かに暮らせる社会」の学習において、学習課題を設定し、見通しをもたせる 
ともに、 社会資本の整備や環境の保全について調べ、市場の働きに委ねることが難しい諸問 
題について話し合い、考えを広げたり深めたりするなどの学習活動が取り上げられている。 

 

 
○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 
・「私たちの暮らしと現代社会」において、現代社会の見方・考え方の基礎を学習した後に、 
政治、経済を排列し、最後の章では、社会科のまとめとして、持続可能な未来の構築につい 
ての課題を探究する活動を設定するなど、系統的・発展的に学習できるような工夫がなされ 
ている。 

 
 

使
用
上
の
配
慮
等 

 
○ 地方自治にかかわる学習においては、倶知安町のみんなで親しむ雪条例について、人権にか

かわる学習においては、名寄市の「コロナいじめゼロ宣言」のポスターを掲載するなど、生
徒の学習意欲を高める工夫がなされている。 

〇 生徒の生活体験から単元の学習課題を捉える「ウォーミングアップ!公民」や章・ 節の学習
を振り返る「学習のまとめと表現」を設けるなど、生徒が主体的に学習に取り組むことがで
きるような工夫がなされている。 

〇 教科書の使い方について説明するページを設けたり、全ての生徒が学習しやすいよう、ユニ
バーサルデザインフォントを使用したりするとともに、1 人 1 台端末を活用 した学習活動と
して、二次元コードを掲載するなど、使用上の便宜が図られている。 

 

 

そ
の
他 

 

※ 小学校用教科書目録（令和６年度使用 文部科学省）による 

○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。 
 
 
 
 

 
 
 



観
点 

様式３－１ 別紙報告書                          社会（公民）小委員会 

番
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教科書名 

 
４６・帝国 

 

 
第３学年 

 
公民０４６-９２ 

社会科 中学生の公民  
よりよい社会を目指して 

 

取
扱
内
容
〔
学
習
指
導
要
領
の
総
則
及
び
各
教
科
、
各
学
年
の
目
標
、
内
容
等
〕
、
内
容
の
構
成
・
排
列 

 
○ 〔知識及び技能〕の内容については、目標を達成することができるよう、次のような学習

活動が取り上げられている。 
 
・「私たちと現代社会」において、主な情報通信機器の保有状況について、位置や空間的な広が

り、推移や変化などに着目して、現代日本の特色を理解したり、マンションの騒音問題の事
例について、対立と合意、効率と公正などに着目して、社会生活における物事の決定の仕方
を考察したりする活動 

・「私たちと経済」において、みかんの入荷量と価格と価格について、分業と交換、希少性など
に着目し、市場経済の基本的な考え方や市場における価格の決まり方を理解したり、赤字路
線バスの事例について、対立と合意、効率と公正などに着目して、国や地方公共団体が果た
す役割を考察したりする活動 

・「私たちと政治」において婚姻平等の議論について、個人の尊重と法の支配などに着目して、
民主的な社会生活を営むためには、法に基づく政治が大切であることを理解したり、スイス
の直接民主制や少年議会について、民主主義などに着目して、民主政治の推進と国民の政治
参加との関連を考察したりする活動 

・「私たちと国際社会の諸問題」において、世界で頻発する異常気象について、協調、持続可能 
性などに着目して、国際連合をはじめとする国際機構の役割を理解し、「持続可能な社会の形 
成」をテーマとして、よりよい社会を築いていくために解決すべき課題を考察、構想し、自 
分の考えを説明、論述したりする活動 
 
 

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に関する学習への対応については、「経済活動と私たち」 
の学習において、学習課題を設定し、見通しを持たせるとともに、経済活動の意義や金融の
仕組みと働きについて調べ、市場の働きに委ねることが難しい諸問題について話し合い、考
えを広げたり深めたりするなどの学習活動が取り上げられている。 

 
 

〇 内容の構成・排列については、「現代社会と私たち」において、現代社会の見方・考え方の 
基礎を学習した後に、政治、経済を排列し、最後の章では、社会科のまとめとして、持続可
能な社会の形成についての課題を探究する活動を設定するなど、系統的・発展的に学習でき
るような工夫がなされている。 
 

 

使
用
上
の
配
慮
等 

 
○ 現代社会における文化にかかわるにおいて、北海道のアイヌ民族が受け継いできたアイヌ

文化について、地方自治にかかわる学習においては旭川市の旭山動物園条例について掲載す
るなど、生徒の学習意欲を高める工夫がなされている。 

 
〇 イラストを読み解き単元の見通しをもつ「学習の前に」と単元の学習を振り返る「学習を 
振り返ろう」を設けたり、具体的なテーマを設定した活動型の学習を促す「アクティブ公民」
を設けたりして、生徒が主体的に学習に取り組むことができるような工夫がなされている。 

 
〇 教科書を活用した学び方について説明するページを設けたり、全ての生徒が使いやすいよ 

う、ユニバーサルデザインフォントの使用や識別しやすい色づかいの工夫がなされるととも 
に、１人１台端末を活用した学習活動として、二次元コードを掲載するなど、使用上の便宜
が図られている。 
 

 

そ
の
他 

 

※ 中学校用教科書目録（令和７年度使用 文部科学省）による 

○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。 
 
 
 
 

 



観
点 

様式３－１ 別紙報告書                          公民小委員会 

番
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教科書名 

 
116・日文 

 

 
第３学年 公民・116-92 

 
中学社会 公民的分野 

 

取
扱
内
容
〔
学
習
指
導
要
領
の
総
則
及
び
各
教
科
、
各
学
年
の
目
標
、
内
容
等
〕
、
内
容
の
構
成
・
排
列 

 
○ 〔知識及び技能〕の内容については、目標を達成することができるよう、次のような学習

活動が取り上げられている。 
 
・「私たちと現代社会」において、日本の貿易と企業の海外進出について、原材料の輸入先や日

本企業の国別拠点数の推移などに着目して、現代日本の特色を理解したり、合唱コンクール
の練習スケジュールの設定について、対立と合意、効率と公正などに着目して、社会生活に
おける物事の決定の仕方を考察したりする活動 

・「私たちと経済」において、トマトの価格の変動について、分業と交換、希少性などに着目し
て、市場経済の基本的な考え方や市場における価格の決まり方を理解したり、社会保障費の
給付と負担のイメージについて、対立と合意、効率と公正などに着目して、国や地方公共団
体が果たす役割を考察したりする活動 

・「私たちと政治」において、差別に関わる議論について、個人の尊重と法の支配などに着目し
て、民主的な社会生活を営むためには、法に基づく政治が大切であることを理解したり、裁
判員裁判シミュレーションや模擬裁判について、民主主義などに着目して、民主政治の推進
と国民の政治参加との関連を考察したりする活動 

・「私たちと国際社会の諸課題」において、気候変動のような地球環境規模の環境問題について、
協調、持続可能性などに着目して、国際連合をはじめとする国際機構の役割を理解したり、
「平和で持続可能な国際社会の実現」をテーマとして、よりよい社会を築いていくために解
決すべき課題を考察、構想し、自分の考えを説明、論述したりする活動 

 
○ 主体的・対話的で深い学びの実現に関する学習への対応については、次のような学習活動 

が取り上げられている。 
・「個人の尊重と日本国憲法」の学習において、学習課題を設定し、見通しをもたせるととも
に、道路の拡張計画について考えるという具体的な場面について調べ、国民の政治参加につ
いて話し合い、考えを広げたり深めたりするなどの学習活動が取り上げられている。 
 

 
○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・「私たちと現代社会」において、現代社会の見方・考え方の基礎を学習した後に、政治、
経済を排列し、最後の章では、社会科のまとめとして、持続可能な社会の構築についての課
題を探究する活動を設定するなど、系統的・発展的に学習できるような工夫がなされてい
る。 

 
 

使
用
上
の
配
慮
等 

 
○ SDGs にかかわる学習においては、旭川市の病院におけるオンライン面会について、人権に

かかわる学習においては、千歳市のアイヌ語弁論大会イタカン ローを紹介するなど、生徒の
学習意欲を高める工夫がなされている。 

〇 身近な事例から単元の学習課題を立てる「学習のはじめに」や単元の学習課題を解決する「ま
とめとふり返り」を設けるなど、生徒が主体的に学習に取り組むことができるような工夫が
なされている。 

〇 教科書の使い方について説明するページを設けたり、全ての生徒が学習しやすいよう、ユニ
バーサルデザインフォントを使用したりするとともに、1 人 1 台端末を活用 した学習活動と
して、二次元コードを掲載するなど、使用上の便宜が図られている。 

 

 

そ
の
他 

 

※ 小学校用教科書目録（令和６年度使用 文部科学省）による 

○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。 
 
 
 
 

 
 
 



観
点 

様式３－１ 別紙報告書                          公民小委員会 

番
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教科書名 

 
２２５・自由社 

 

 
第３学年 公民 225－92 新しい公民教科書 

 

取
扱
内
容
〔
学
習
指
導
要
領
の
総
則
及
び
各
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○ 〔知識及び技能〕の内容については、目標を達成することができるよう、次のような学習

活動が取り上げられている。 

・「私たちと現代社会」において、家族の役割や形態がどのように変化してきているのかを世論

調査や世帯別のタイプの割合などに着目して、現代日本の特色を理解したり、中学校の体育

館使用問題の事例について、対立と合意、効率と公正などに着目して、社会生活における物

事の決定の仕方を考察したりする活動 

・「私たちと経済」において、為替相場による車の価格について、分業と交換、希少性などに着

目して、身近な消費生活を中心に経済活動の意義や市場における価格の決まり方を理解した

り、国家予算の内訳や財政政策について、対立と合意、効率と公正などに着目して、国や地

方公共団体が果たす役割を考察したりする活動  

・「私たちと政治」において、イギリスの政治家や板垣退助の言葉を紹介し、日本国憲法が自由

主義の思想に立脚した憲法であることに着目し、個人の尊重と法の支配、人間尊重の考え方

を理解したり、選挙権の保障にどのような意味があるのかを国民の政治参加と民主主義の推

進に関連づけ考察したりする活動 

・「私たちと国際社会の諸課題」において、貧困問題や ODA について、日本の役割などに着
目して、国際連合をはじめとする国際機構などの役割を理解したり、「持続可能な社会を築
く」をテーマとして、よりよい社会を築いていくために解決すべき課題を考察、構想し、自
分の考えを説明、論述したりする活動 
 

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に関する学習への対応については、次のような学習活動 
が取り上げられている。 

・「少子高齢化と財政」の学習において、学習課題を設定し、見通しをもたせるともに、 社会
保障費と国民の経済的な負担との関係を読み取らせ、これからの日本の社会保障の在り方に
ついて話し合い、考えを広げたり深めたりするなどの学習活動が取り上げられている。 

 
○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 
・「現代社会の自画像」において、現代社会の見方・考え方の基礎を学習した後に、政治、経
済を排列し、最後の章では、社会科のまとめとして、持続可能な未来の構築についての課題
を探究する活動を設定するなど、系統的・発展的に学習できるような工夫がなされている。 
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○2018 年 9 月に発生した北海道地震を取り上げ、北海道の事例から地方自治と防災を学ぶこと

ができるようにしたり、我が国の領土問題として北方領土の図を掲載したりするなど、北海道

の身近な事例を用いて、生徒の学習意欲を高める工夫がなされている。  

○各章のはじめに端的な言葉で章全体を見通す活動や、「学習のまとめと発展」で、学習内容を

もとに調べたり自らの考えをまとめたりする活動を行うことで、主体的に学習に取り組むこ

とができるような工夫がなされている。  

○ 教科書の構成と使い方について説明するページを設けている。各単元の重要語句をゴシック
体（太字）で表すのに対し、補足内容はやや小さいサイズで表記している。 
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様式４

調査研究に係る協議・調査内容 公民小委員会　　

番号 協議題 協議・調査内容

1 大項目(「私たちと現代社会」「私
たちと経済」「私たちと政治」「私
たちと国際社会の諸課 題)ごとの
ページ数及び総ページ数

・「東京書籍株式会社」では、「私たちと現代社会」
３３ページ、「私たちと経済」５２ページ、「私たち
と政治」９２ページ、「私たちの国際社会の諸課題」
４３ページ、総ページ数は２４６ページであった。
・「教育出版株式会社」では、「私たちと現代社会」
２６ページ、「私たちと経済」６４ページ、「私たち
と政治」９０ページ、「私たちの国際社会の諸課題」
４４ページ、総ページ数は２６９ページであった。
・「株式会社帝国書院」では、「私たちと現代社会」
２８ページ、「私たちと経済」６６ページ、「私たち
と政治」８６ページ、「私たちの国際社会の諸課題」
４３ページ、総ページ数は２６２ページであった。
・「日本文教出版株式会社」では、「私たちと現代社
会」３２ページ、「私たちと経済」６０ページ、「私
たちと政治」９０ページ、「私たちの国際社会の諸課
題」４３ページ、総ページ数は２７４ページであっ
た。
・「株式会社自由社」では、「私たちと現代社会」３
３ページ、「私たちと経済」５２ページ、「私たちと
政治」９２ページ、「私たちの国際社会の諸課題」４
３ページ、総ページ数は２４６ページであった。

2 自然災害及び防災に関する内容を取
り上げているページ数

・「東京書籍株式会社」３９ページ、「教育出版株式
会社」４１ページ、「株式会社帝国書院」３５ペー
ジ、「日本文教出版株式会社」４０ページ、「株式会
社自由社」２４ページであった。

※１つの教科・領域で２～５の協議題、協議・調査内容を記載してください。

※行が足りない場合は増やしてください。

3 北海道とかかわりのある内容(北海
道に関する社会的事象)を取り上げ

ているページ数及び箇所数
(1) アイヌの人たちの歴史・文化等

を取り上げているページ数
(2) 北方領土に関する内容を取り上

げているページ数
(3) 道内の市町村等を取り上げてい

る箇所数

・「東京書籍株式会社」では、「アイヌの人たちの歴
史・文化等を取り上げているページ数」１０ページ、
「北方領土に関する内容を取り上げているページ数」
４ページ、道内の市町村を取り上げている箇所数は、
１６個であった。
・「教育出版株式会社」では、「アイヌの人たちの歴
史・文化等を取り上げているページ数」４ページ、
「北方領土に関する内容を取り上げているページ数」
４ページ、道内の市町村を取り上げている箇所数は、
２０個であった。
・「株式会社帝国書院」では、「アイヌの人たちの歴
史・文化等を取り上げているページ数」６ページ、
「北方領土に関する内容を取り上げているページ数」
２ページ、道内の市町村を取り上げている箇所数は、
２個であった。
・「日本文教出版株式会社」では、「アイヌの人たち
の歴史・文化等を取り上げているページ数」１０ペー
ジ、「北方領土に関する内容を取り上げているページ
数」３ページ、道内の市町村を取り上げている箇所数
は、１０個であった。
・「株式会社自由社」では、「アイヌの人たちの歴
史・文化等を取り上げているページ数」１ページ、
「北方領土に関する内容を取り上げているページ数」
５ページ、道内の市町村を取り上げている箇所数は、
３個であった。
・「アイヌの人たちの歴史・文化等」については、
「東京書籍株式会社」がページ数、内容等も充実して
る。
・「北方領土に関する内容」については、「教育出版
株式会社」が、元島民による返還運動や外交交渉等に
ついて詳細な説明をしている。
・道内の市町村等を取り上げている箇所数は、「教育
出版株式会社」が２０箇所と最も多く、次いで「東京
出版株式会社」が１６箇所であった。


